別紙③－１（ア地方創生人材育成伴走型支援事業）

自己評価シート
市町村等名【　　　　　　　　】

１．下記の項目ごとに自己評価を具体的に記入してください。
	評価項目
	申請事業の自己評価

	人材育成に取り組む上での目的及び課題
（市町村等の人材育成に取り組む目的が明確になっているか。また、現状及び課題分析ができているか。）
	




	継続的に事業を実施する体制及び仕組み
（３年間事業が継続できる体制、仕組みとなっているか。全庁的な検討・協議体制が構築できるか。）
	




	人材育成手法の多様性
（複数の手法（勉強会やワークショップなど）を活用しているか。また、地域住民が主体的又は幅広く参画できる体制となっているか。）
	




	事業の効果
（人材育成事業の実施により得られる効果（政策立案・新たな事業実施などの展開）について、描けているか。）
	

	人材育成事業費の伸び率（Ａ／Ｂ）【％】

※人材育成事業費：
研修事業費のうち、階層研修及び専門研修以外の広く多様なノウハウや知識を獲得し横にネットワークや人脈を広げていく人材を育成するための事業費

	Ａ：令和６年度の人材育成事業費（当初予算額）　　　　　　　円
Ｂ：令和５年度の人材育成事業費（当初予算額）　　　　　　　円
比率（％）【Ａ／Ｂ】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％
増額（減額）された内容：



２．地域づくり人材育成アクションプランの策定に係る検討の場への参加が見込まれる構成員を記入してください。
	所属・部署
	職氏名

	（人材育成担当者）
	

	（地方創生担当者）
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


※欄が足りない場合は適宜行を追加してください。




別紙③－２（イ地域経済循環分析事業）
自己評価シート
市町村等名【　　　　　　　　】
１．分析の対象
	生産
	分配
	支出

	
	
	


※生産・分配・支出の三側面のうち、分析の対象とするもの全てに〇を付けてください。

２．下記の項目ごとに自己評価を具体的に記入してください。
	評価項目
	申請事業の自己評価

	問題意識の根源と重点事項
（分析の実施を考えるに至った経緯や背景、分析の重点事項はなにか）
	

	継続性
（本事業により検討した計画等をもとに、次年度以降、事業を実施していく予定があるか）
	

	地域住民の主体的又は多様な参画
（地域住民が主体的又は幅広く参画できる体制となっているか）
	



３．事業実施上の重要事項に係る検討の場への参加が見込まれる構成員を記入してください。
	所属・部署
	職氏名

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


※欄が足りない場合は適宜行を追加してください。

４．分析の委託先（見込）≪委託する場合のみ要記載≫
	委託先

	


※分析を委託する場合、記入してください。自ら分析するなど委託しない場合は、記入不要です。
[bookmark: _Hlk57300672]別紙③－３（ウ一般事業）　　　　
　　　　
自己評価シート
市町村等名【　　　　　　　　】

１．下記の事業分類の中で、申請事業に最も関係するもの一つに◎を記入し、その他関係するもの全てに○を記入してください。
	事業分類
	記入欄

	集落の維持活性化、コミュニティビジネスによる小さな地域経済循環の創造
	

	子ども・女性・若者・シニア等が活躍する地域づくり
	

	食料・エネルギーの地産地消等、地域内支え合いの仕組みづくり
	

	その他（キーワード：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	



２．下記の項目ごとに自己評価を具体的に記入してください。
	評価項目
	申請事業の自己評価

	先駆性・モデル性
（これまでにない取組で他の参考となるモデルか）
	

	継続性・発展性
（仕組みが次年度以降も持続可能なものとなっているか）
	

	地域住民の主体的又は多様な参画
（地域住民が主体的又は幅広く参画しているか）
	

	地域の維持・活性化へ貢献するか
※当該地域の人口ビジョンを作成していれば添付
	












